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２月３日（日）市長を 

由緒ある「中崎緑地」松林がピンチ 
新庁舎関連事業、中崎消防分署移転で伐採へ 

400 年前の明石城下町築城時の面影

を伝える「中崎緑地」の松林が、広

範に伐採される危機に瀕していま

す。市役所本庁舎の建て替えに関連

して、立体駐車場北側、国道 28号線

を挟んだ中崎緑地の松林を伐採し、

中崎消防分署を移転建て替えする計

画が進んでいるからです。 

 中崎緑地は明石城下町が造られた

際に、明石港から現在の中崎公会堂

北辺りにあった軍用船の係留地まで

の運河が掘られ、その土砂を中崎海

岸側に積み上げて防潮堤を兼ねた松

林一帯が、明治以降は「中崎遊園

地」として賑わっていました。 

 中崎公会堂まで今も約 500ｍの松林

が続き、大蔵海岸につながる景勝地

で、一帯にはリゾート旅館が立ち並び

築百年を超える中崎公会堂とともに

明石を代表する名所でした。戦後 1960

年代初めに中崎海岸が埋め立てられ、

90 年代には大蔵海岸も埋め立てられ

ましたが、民有地に幾つかのマンショ

ンは建ったものの、現在も 400 年の歴

史を伝える貴重な緑地帯が息づいて

います。分署の計画変更が必要です。 

 
中崎緑地（大きな点線）は東西約 500ｍ､南北最大幅 80m。かつては「中崎遊園地」と呼ばれた景勝地だった。中央緑地内の
小さな点線北側（上）が４階建ての消防分署計画地。下は現在の市役所立体駐車場で、ここに 6 階建ての本庁舎を建設する。 
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記念碑や句碑などもある中崎緑地の消防分署移転予定地。育った松林が
濃い緑のベルトをつくり、新庁舎計画では「明石らしい南北軸」の象徴とさ
れている。この辺り約 2000㎡を伐採し 4階建ての分署を計画中。 
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第 37回市民まちづくり連続講座 in明石 

巨額の建設費 418億円を要する新ごみ処理施設とは？  
 

 今年初めからお休みしていた市民まちづくり連続講座を 10月から再開します。 

再開第 1 回（通算 37回目）は、今年 3 月に策定された「新ごみ処理施設整備基本計画」の内容を、明

石市の環境部の出前講座として概要を詳しく伺います。現在のごみ処理施設「明石クリーンセンター」

は 1999 年に稼働し、すでに 24 年を経て老朽化が進んでいると言われます。このため、現在の施設の隣

接地に新たな施設（焼却施設と破砕選別施設）を建て替えるというもので、2030年度の稼働をめざして

います。 

今年３月に決定された基本計画によると、施設整備費は 418 億円に上ります。24年前に稼働した現在

の施設 219 億円の 2 倍近い巨費になっています。このほか 20年間の運営維持費が 256 億円という記載も

ありますが、今年 1 月から 2 月初めにかけて計画素案のパブコメが行われた以外に、市民への詳細な説

明が行われていません。 

講座では基本計画の詳細な内容について市の環境部から詳しい説明をしていただくとともに、ごみ処

理施設のあり方について意見交換します。この問題については、5 年前の第 10 回講座（2018年 6 月 24

日）でも取り上げて出前講座をしていますが、当時は建て替えについての具体的な計画が明らかになっ

ていませんでした。 

    

第 37回市民まちづくり連続講座 in明石 
   日  時  ２０２３年１０月１日（日） 午後１時 30分～４時 30分 

  会  場  ウィズあかし 市民活動支援センター・ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ（明石駅前アスピア明石８階） 

  テーマ    巨額の建設費 418億円を要する新ごみ処理施設とは？ 

       明石市環境部の「出前講座」として同部の担当者から説明を聴き、意見交換します。 

※無料  ※事前申し込みは不要。どなたでも参加できます。当日会場にお越しください。 

 

3代目の大型ごみ焼却施設 異様な建設費の膨らみと「ごみ減量目標」に疑問も  
明石市の本格的なごみ焼却処理施設は 1977 年に

大久保町石ケ谷で稼働した大久保清掃工場が 22 年

間稼働し、1999 年には隣接地に建設した現在の「明

石クリーンセンター」が稼働した。1 日最大 160 ト

ン焼却できる炉が 3 基で計 480 トンの処理能力を持

つ。当時の建設費は 219 億円だった。 

新施設の建設費 418 億円は 2019年時点での試算

のため、この間の建設工事費の高騰を含めるとさら

に膨らむと見られているが、ゴミ処理量が現在の施

設よりも減るのに、なぜ建設費が 2 倍近くに膨らむ

のか、疑問点は多い。 

また、かねてから明石市の分別収集の後退など

「ごみ減量目標」に対する消極性も指摘されている

が、施設更新費の膨らみとどのような関係があるの

か、市民にはわかりにくいことが多い。 

ごみ処理は“暮らしのインフラ”の中でも上・下

水道と並ぶ重要な事業。市民の関心と「協働」の向

上が欠かせません。 

丸谷市長のタウンミーティング 6回目 
語ろう つくろう みんなの明石 

9月 23日（土）  ごみ減量をテーマに開催 

詳細は 8月 15日から参加者募集の予定 

 

右下の旧施設を解体して新施設を建設。右上は現施設｡ 


